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 北陸道路舗装会議は、北陸地方における舗装 
技術の発展と積雪寒冷地における舗装技術の研 
鑽の場として、昭和54年から３年毎に開催し、 
今回で第13回目を迎え、960名の方が参加。 
 本会議では、「産・学・官」の垣根を越え、 
舗装技術に関する研究課題を題材にした報文発 
表のほか、「インフラ分野の国際協力と海外戦 
略」を演題とした記念講演、「暮らしを支える 
みちと技術者～日本を救う北陸の知恵と技～」 
をテーマとしたパネルディスカッションを開催。 
 また、パネルディスカッションには、新潟県内土木系高校生112
名を招き、北陸で生まれた技術に関する知識を高めていただくとと
もに、日本の将来を担う若手技術者としての意識高揚を図る場とし
て提供。 

 雪国（北陸）がこれまでに培ってきた先人たちの知恵、習慣、知
識、ノウハウを、雪害経験の少ない地域でも活用が期待でき、さら
には、雪国の知恵や技術が日本を救うという視点で、「雪国の（安
全で持続性のある）くらしやみちはどうあるべきか」を座長がパネ
リストをコーディネート。 
 また、建設業界が抱える課題（技術者の高齢化・人材不足）や若
手技術者の雇用・育成に関する取り組みについても、日本の将来を
担う高校生らに紹介するとともに、経営者の意識改革（ボス育）の
必要性等についてもディスカッション。 

開催期間 ： 平成２７年６月３日（水）13時 ～ ６月４日（木）16時10分 
会  場 ： ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市中央区万代5-11-20） 

●開催日時：平成２７年６月４日（木）13時 ～ 15時30分（2.5ｈ） 

広報用リーフレット 

「暮らしを支えるみちと技術者」 
～ 日本を救う北陸の知恵と技 ～ 

・新潟県立新潟工業高校 37名  ・新潟県立高田農業高校 39名 
・新潟県立県央工業高校 36名   計３校112名が参加 

聴講する高校生 

パネルディスカッション風景 
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